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ファミリーホーム研修アドバンス編そのⅡ
（2021.3.4：ネット研修会）

愛着障害の理解と支援

 和歌山大学教育学部 米澤 好史
 （臨床発達心理士ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ・上級教育ｶｳﾝｾﾗｰ

学校心理士ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ･ｶﾞｲﾀﾞﾝｽｶｳﾝｾﾗｰ）

●はじめに：～トータルな支援～
①様々なニーズ支援②生涯発達(赤ちゃん～大人
まで）支援③現場主義(保幼小学童中高支福医施）

［専門分野：臨床発達心理学・実践教育心理学・
臨床認知心理学・人間関係心理学］

(発達臨床･発達支援・発達障害､愛着障害支援・
子育て支援・行動問題支援:攻撃性･いじめ･不登校園)

(学習臨床･学習診断･学習支援・保育実践・授業づくり・
学力向上・意欲支援・保幼小中連携)(認知･思考･記憶の

特性診断と支援)(人間関係支援･生徒指導・自己理解・
エンカウンター・ＳＳＴ・心理教育・学級経営・ストレス・人間関
係トラブル・仲間づくり・集団づくり・グループ活動)

⇒ニーズと支援のミスマッチを防ぐ実践＝こども理解

★主な著書（米澤好史 著）：
①発達障害・愛着障害 現場で正しくこどもを理解し、こどもに合っ

た支援をする「愛情の器」モデルに基づく愛着修復プログラム
福村出版 （２０１５．１０）

⇒④愛着障害・愛着の問題を抱えるこどもをどう理解し、
どう支援するか？－アセスメントと具体的支援のポイント51－

福村出版 （2019．８）

②「やさしくわかる！愛着障害－理解を深め、支援の基本
を押さえる－」 ほんの森出版 （２０１８．7 ）

⇒⑤「事例でわかる！愛着障害－現場で活かせる理論と
支援を－ほんの森出版 (20２０．6)

③「愛着関係の発達の理論と支援（本郷一夫監修 シ
リーズ支援のための発達心理学）」

米澤好史（編著） 金子書房 （２０１9．3）
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➤『問題行動』？
○問題な行動×
⇒行動の問題を抱えてしまうこども

≠行動の原因追求より行動改善

◎行動の問題をなぜ抱えてしまうのか？
←『愛着の問題』としての視点

○行動の問題をなくすには？
⇒×行動そのものへのアプローチ

○愛着（形成・修復）の支援
→こどもとかかわるすべての人の連携支援体制

○愛着（アタッチメント）の基本原理

 

[特定の人と結ぶ

情緒的な

こころの絆]

★間違った愛着障害の理解
①施設、虐待だけに特有×⇒通常家庭
愛着障害は［誰にでも］起こりうる

②産んだ、育てた親のせい×⇒
［関係性］の障害＝［相性］
③取り戻せない、手遅れ×⇒

×臨界期・敏感期

［いつでも］取り戻せる
④親にしか形成・修復は無理×⇒
［誰にでも］形成・修復可能
★親以外との関係性構築が親子関係の改善につながる！

愛着形成のための３つの基地機能
（米澤，2019c;2020c;2020d）

  基地

   基地基地
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◎発達障害と愛着障害

愛着障害（ＡＤ）

注意欠如多動性
障害（ＡＤＨＤ） 自閉症

スペクトラム障害
（ＡＳＤ）

資料４：愛着の問題発見のチェックポイント［超簡
略版］（米澤，2015e参照）

➊［多動］ 現れ方の違い

➋［モノ］との関係⇒移行対象

➌［口 ］の問題

➍［床］への接触

➎［姿勢］・［しぐさ］・［服装］
➩［ ］基地機能

➏［人］への接触
2つの正反対のタイプの存在

➐［危険な］行動➩［ ］

［愛着障害の3大特徴（米澤,2019e）］

➑［愛情欲求］行動➩［ ］基地

［ ・ ］行動・

［愛情 ］行動・

［愛情欲求 ］現象

➒［自己 ］＝ ・ ･

➓［自己評価］の低さ➩［ ］基地機能

［自己 ］・［自己 ］＝
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⓫片付け・ルール⇔ADHDとの違い

［実行（遂行）機能］⇔［ ・ ］の問題
➩［ ］・［ ］基地機能

⓬［ ］障害＋愛着障害 3 ⃣（精神医学界と異なる見解）

 ⇔ＡＤＨＤ？衝動的攻撃？

普段の特徴＝［ ］

 （      ）・ （ ）

⓭関係性の視点＝愛情の［行き違い］

≠愛情をかけたか

○発達障害と愛着障害の関係
先天的な脳障害を持って生まれてきた発達障害のこどもが、
後天的に関係性障害である愛着障害を併せ持つことは、当然
ありえる。精神医学会ではまだ認められていないが、愛着障
害の支援では、発達障害と愛着障害を併せ持つこどもがいる
という理解が絶対必要である（米澤，2020a；2020b）。

月刊実践障害児教育2020.6月号（古荘，2020；米澤；2020a）

➩発達の脆弱性・（精神的弱さ）による昂進化相補

行動としての現れ(米澤,2019e) ［ ・ ］
●［多動］［モノ］との関係⇒［ 障害（ ）］

                              ［  ］ 問題

●［口］の問題＋［ 低］⇒[    ]障害

●［危険 ］［自己 ］［自己 ］［愛情欲求］⇒[    ]

● ［モノ］との関係⇒［ （ ）］

● ［モノ］ ＋ ［アピール］ ⇒［ ］･［  ］

● ［姿勢・しぐさ］＋［  ・ ］ ⇒［ ］･［  ］
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★発達障害は認知・行動の障害

★愛着障害は の障害
・ の障害

⇒感情混乱・感情コントロール困難
➩表出行動
＝ 行動

➩非表出行動
＝ 障害・ 症（アディクション）

⇒愛着の支援必要（ の支援・ の支援）

★間違ったアドバイス・対応
・「厳しく対応すべき」

・「ただ休ませましょう」

・「好きなようなやらせてみたら」
・「充分甘えさせましょう」
・「受容、傾聴、気持ちを聴く」

・「取り上げない、無視、距離を置く」
の間違い！！

●叱るとどうなるか：ＡＤのタイプ

・叱っても余計その行動が増える

⇒①

・叱ってしまうと以後、人間関係が切れる

⇒②

・叱ると激しいパニック攻撃と固まる／突
然止まらない攻撃行動（≠衝動的攻撃）

≠ＡＤＨＤ（ＤＭＤＤ・ＯＤＤ･IED）⇒➂
≠

愛
着
障
害

タイプ
脱抑制対人交流障害（ＤＳＥＤ）

タイプ
反応性愛着障害（ＲＡＤ）

       と愛着障害
併存タイプ

①［ 的］
  ［ な］［ 的］
   攻撃パターン

②［
（一時的 ）］パターン

★愛着障害の３つのタイプ
（米澤，2020ｂ）
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★愛着の問題を起こすよくない対応
・叱る
⇒気持ちを変えない・気持ちを混乱、

反発・意欲低下 ＝［ ］
・褒める
⇒求めに応じて褒める＝［ ］
➩［愛情欲求 現象］

⇒みんなで勝手にかかわる＝［ ］
➩［愛情の 現象］

⇒曖昧な褒め方＝［ ］

○傾聴（話を聴く）・受容する対応
傾聴（話を聴く）⇒
要求・命令の受容⇒
○感情に期待し、感情を問う対応
○無視する・取り上げない対応
行動の問題であるＡＤＨＤでは

⇔愛着障害では

○愛着障害と発達障害の違い
（米澤,2019a；2019b[発心ＲＴ]；2019c；2019ｅ;2020a;b）

① の現れ方

② 場面、状況による違い

③片付けができないようにみえる、ルールが
守れないようにみえる現象

④不適切な行動に対して、「取り上げない」
「無視する」対応が効果的か？

⇒ＡＤＨＤは［ ］ ＡＳＤは［ ］の問題
⇔愛着障害は［ ］の問題

●「愛情の器」モデルに
基づく愛着修復プログラム
（ＡＲＰＲＡＭ:Attachment Restoration

Program based on "Receptacle of Affection

 Model"）

による関係性支援の実際
(米澤2011；2012；2013；2014a;b;c;d;2015;a;c;d;e;
2016a;b;c;2017a;b;2018a;b;c;d;2019a;b;c;e；2020b)
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安全基地の歪曲  愛着未成立障害  
（アンビバレント愛着） （反応性愛着障害）

（米澤，2019a;2019c）

（habituation: ）
⇒愛情欲求

資料７：愛着修復プログラム（ARPRAM）

❶受け止め方の学習支援

❷こども主体・大人主導の働きかけ

❸他者との関係づくり

❹自立支援

4つのフェーズを行きつ戻りつの支援

●「愛情の器」づくりとは？
・［ ］で「キーパーソンと

なら」を意識⇔刺激過多
・「こどもが欲しがる」前に、
［ ］でかかわり愛情を！
⇒愛情の器の 支援

・［ ］学習（ を教える）
⇒愛情の器の 支援

★心理教育プログラム・ＳＳＴとの違い

➩心理専門家でなくても、誰でも（親・
保育士・教師・指導員・児童生徒）が、
どの発達段階のこども＝誰にでも
（乳幼児，児童，生徒に）実際の保育・
教育で実施可能⇒実際の生活に埋め込
まれたプログラム＝（いつでも・どこでも
・現場で）できる≠応用の問題・閉じた
学習効果⇒開かれた応用効果（普段の支援改善）
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●基地機能支援の方向性

・［ ］基地（  感情の共有）
＝ になれる＝
⇔

⇒［ ］基地（ 感情克服）
＝困ったら ことができる＝
⇔

⇒［ ］基地（ による感情増減）

＝ を 、 を
⇔

➩精神的自立

資料８：叱ると褒めるの意味
［叱るの意味］
ȫƁ਱ܢ୦АƂƴϱʒˎʕʰʊʑƶ
ȬצˏʰʊথᮧƁᓺ˒၈ʱណˑ⇔

̴ʯʌʭˈʊʊ۝ࠊឍ᧴Ƃ᫵ย
［褒めるの意味］
ȩƁᔬࣾ Ƃ੘⇒Ɓᔬࣾ Ƃ੘
⇒Ɓᔬࣾ Ƃ੘˘ᓈˆ
ȪᔬࣾʮʴƁ ƂƖƴ ƶ

★3タイプ別対応のまとめ

 1⃣DSED（ タイプ）
を意識した 支援

振り返りの

2⃣RAＤ（ タイプ）
確保＝場所・作業・人≠危険

体験をしても大丈夫な
⇒ ⇒

3⃣ＡＳＤ+ＡＤタイプ

- 314 -

★ＡＤＨＤ（注意欠如多動性障害）
➤振り返り困難（ ×）
➤抑制制御の困難（ ×）
➤遅延報酬の嫌悪（ ×）
★ＡＳＤ（自閉症スペクトラム障害）
➤認知の偏り（ ・知覚 ）
➤自己認知・対人認知の困難さ
➤感情認知の問題
☆愛着の問題（ ）



9

○様々な行動の意味と支援
「母の前で暴れる」「被害意識」「物欲」「飛び出し」

「虚勢のウソ」「泣きわめく」「モノを壊す」 
「つば吐き・吐き食べ」「遺糞・遺尿」「固まる」
「こだわり」「嫌がられ喜ぶ・褒められたら怒る」
「他者の弱点言いふらし」「ダイビング」
「しようとしない」「共鳴的攻撃」「制止・説諭へ
の反発」「要求エスカレート」「性的問題」
「クールダウン拒否」「キーパソン争奪」
「保護者・他の教師、保育士対応」等（米澤,2019e）

参 考 文 献 Ⅰ
・藤田絵理子・米澤好史 2009 デートＤＶに影響を及ぼす諸要因の分析とＤＶ被害者認識の明確化による
支援の試み  和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要， 19，9－18．
・田邊恭子・米澤好史 2009 母親の子育て観からみた母子の愛着形成と世代間伝達－母親像に着目した
子育て支援への提案－ 和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要， 19，19－28．
・米澤好史 2012 こどもの学習意欲・人間関係に与える受容の効果－調査研究と発達障害への支援事例
から導かれる「愛情の器」モデル－ 和歌山大学教育学部紀要（教育科学），62，1－8.
･宮﨑純一・米澤好史 2013 小学生の学校生活における意欲特性、因果性の所在認知及び認知された教
師の取り組み・印象の関連 和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要， 23，21－33.
・米澤好史 2013 愛着障害・発達障害への｢愛情の器｣モデルによる支援の実際，和歌山大学教育学部紀
要(教育科学)，63，1－16．
・米澤好史 2015b 学校現場における学校心理学研究の動向と課題－こどもとこどもを取り巻く環境への
支援の方向性を探る－.日本教育心理学会・教育心理学年報, 54, 112-125.
・米澤好史 2015ｃ いじめ等の問題行動の背景の理解と対応－愛着障害の視点からみた子ども理解と支
援－ 教室の窓「データで読む教育の今」（東京書籍），４月号，38-39．
・米澤好史 2015ｄ 「愛情の器」モデルに基づく愛着修復プログラムによる支援－愛着障害・愛着の問題を
抱えるこどもへの支援－ 臨床発達心理実践研究，10，41-45．
・米澤好史 2015e 「愛情の器」モデルに基づく愛着修復プログラム―発達障害・愛着障害 現場で正しく
こどもを理解し，こどもに合った支援をする－ 福村出版，全254頁．
・米澤好史 2016a 愛着障害・愛着の問題を抱えるこどもの理解と支援－愛着の問題のアセスメントと「愛
情の器」モデルに基づく愛着修復プログラムによる支援－, 日本学校心理士会年報，８号，17-28.
･米澤好史 2016b 愛着の問題を抱えるこどもの理解と支援－愛着障害と発達障害の違いと対応－ 月刊
学校教育相談(ほんの森出版)，6月号，22-27．⇒2017年度連載（2017c）「愛着の視点を支援とかかわりに」

・米澤好史 2017a 愛着修復プログラムの実践－愛着障害・発達障害への支援－ 臨床発達心理士 わか
りやすい資格案内［第３版］ 学会連合資格「臨床発達心理士」認定機構（編） 金子書房， 91-93．

参 考 文 献 Ⅱ
・山本敬三・米澤好史 2018 愛着の問題を抱えるこどもの行動に関する研究－愛着の問題行動尺度作成
と意欲・愛着タイプとの関連－ 和歌山大学教育学部紀要(教育科学)，68（２），17-２９．
・米澤好史 2018a やさしくわかる！愛着障害－理解を深め、支援の基本を押さえる－ ほんの森出版．
・米澤好史 2018b こどもの安全基地・安心基地・探索基地になれる親 月刊児童心理（金子書房），８月号，
52～57．
･米澤好史 2018c 発達障害と愛着障害 発達障害白書:2019年度版(明石書店)，62～63．
･米澤好史 2018d 愛着障害の実態と対応・支援 指導と評価（日本図書文化協会)，12月号，１２～１４．
・田並幸恵・米澤好史 2019 未就園児を育てる母親の養育態度とソーシャルサポート・自己評価の関係
－愛着形成の視点から－，和歌山大学教育学部紀要（教育科学），69，27-34．
・中井真由美・米澤好史 2019 中学生の教員への期待特性・認知特性と自己の認知特性、および学力
との関連，和歌山大学教育学部紀要（教育科学），69，35-44．
・米澤好史［編著］ 2019a 愛着関係の発達の理論と支援 金子書房．
・米澤好史 2019c 「事例でわかる！愛着障害」 月刊学校教育相談(1年連載)， ほんの森出版．
･米澤好史 2019d 愛着障害と性に関わる問題行動 小野善郎（監修） 児童青年の発達と「性」の問題へ
の理解と支援 自分らしく生きるために包括的支援モデルによる性教育の実践｣ 福村出版．
・米澤好史 2019e 愛着障害・愛着の問題を抱えるこどもをどう理解し、どう支援するか？－アセスメントと
具体的支援のポイント51－ 福村出版．
・園で治す愛着障害－キーパーソンはあなた！－（監修） PriPri（世界文化社），2020.6月号 66-70．
・米澤好史 2020ｂ 「愛着障害」と発達障害の違い・見分け方と支援のあり方 月刊実践障害児教育，6
月号，12～15．学研教育みらい．
・米澤好史 2020ｃ 事例でわかる！愛着障害―現場で活かせる理論と支援を－ ほんの森出版．
・米澤好史 2021ａ 愛着障害はいつでも誰にでも適切なかかわりで修復できる（仮題・近刊） 合同出版．
・米澤好史 2021b 精神障害の理解と支援（近刊） 本郷一夫・大伴潔（編著）「障害者・障害児心理学」

ミネルヴァ書房, 

・ありがとう
ございました～

更に詳しいお話が必要と感じられましたら、
研修会、事例検討会にお呼びください。
個別のこどもへの支援等、ケースの
ご相談があれば，よろしくお願いします。

★連絡先：  
   yonezawa@wakayama-u.ac.jp


